
2025年度（令和７年度）　前期日程　物理　　出題意図及び解答例

【物理】　出題の意図

Ⅰ

直線と円弧からなるレール上をすべる小物体の運動を題材として，円運動，力学的エネルギーの
保存，斜方投射といった力学の基本が身についているかどうかを問う問題です。小物体がレール
から受ける垂直抗力の大きさの変化を通して，小物体の運動の全体像を正しくイメージできるか
をポイントとしました。小物体のすべり出す位置やレールの斜面の角度を変える設問を用意し，小
物体の運動が設定に応じてどのように変化するのかを問うことで，基礎学力と応用力を測定で
きるような問題を目指しました。

Ⅱ
直流回路と交流回路について，抵抗・コイル・コンデンサーそれぞれの性質を理解し，様々なス
イッチの接続条件における過渡状態または定常状態の電圧・電流，消費電力，エネルギーを答え
られるかを問う，電気回路に関する基本的な学力を測る問題とした。

Ⅲ

熱から仕事を取り出すプロセスの理解は，熱機関を設計開発する際にとても重要になります．本
問題では，熱による気体の膨張によりピストンを動かし，液体を押し上げる現象を取り上げまし
た．これにより，前半においては，ピストン-シリンダー系における定圧変化や定積変化など，理想
気体の状態変化の基礎的知識を問い，後半では，ピストンの上昇によりピストン上部の液体がこ
ぼれて圧力が減少していく膨張過程を対象とすることで，熱と仕事の関係について数式を用い
ながら論理的に思考する力を問うことを目的としました．
























